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教職志望大学生の意識 

 
小孫康平* 

皇學館大学教育学部 
 

 
＜抄 録＞ 

本研究では，教職志望大学生を対象に，AIに関する意識を明らかにした。次に，AIのイメージと

AIの教育現場への活用に対する期待を計量テキスト分析で検討した。その結果，AIの発達に伴って生

活が便利になることは良いが，教育においては，あえて不便さを体験させることも重要であると考え

ていることが示唆された。AIのイメージに関しては，AIを教育現場で活用することに賛成群では，特

徴語として「便利」，「生活」，「豊か」が見いだされ，反対群では特徴語として「考える」，「知能」，「奪

う」が確認された。また，AIの教育現場への活用に対する期待に関しては，AIを教育現場で活用する

ことに賛成群では特徴語として「授業」や「活用」が見いだされ，「反対群」では特徴語として「学

習」や「学力」，「向上」が確認された。特に，反対群では「子供たちの学力が向上するAI機能がある

と勉強が楽しくなる」，「生徒の学習意欲の向上が図られる」などの学習や学力面で期待していること

が明らかになった。 
 

キーワード：AI，教育現場，活用，教職志望，大学生，意識 

 

１．はじめに 
AIなどの技術が進むSociety5.0という新たな時代に対

応するためには，学校教育も変化していかなければなら

ない。文部科学省（2019）は，学校現場における先端技

術・教育ビッグデータの効果的な活用などを取りまとめ

た「新時代の学びを支える先端技術活用推進方策（最終

まとめ）」を公表した。また，国立教育政策研究所（2019）

では，「高度情報技術の進展に応じた教育革新に関する研

究プロジェクト」を実施し，AIやビッグデータ等の進展

に応じた教育革新の展望と実現に向けた検証を進めてい

る。このように，近い将来，AIが教育現場に導入される

ことはほぼ確実であるので，教員や教職志望大学生はAI
に対して期待していると考えられる。その一方で教師と

いう仕事がAIに代替されるのではないかという不安もあ

ると考えられる。したがって，教員や教職志望大学生が

AIに関して，どのような意識を持っているのかを調査す

ることは重要である。しかし，AIの教育現場への活用に

関して，どのように考えているのかを明らかにした研究

は，ほとんどない。そこで，本研究では，将来教育現場

の中堅で活躍すると予想される教職志望大学生を対象に，

AIに関する意識を明らかにする。また，AIのイメージと

AIの教育現場への活用に対する期待を計量テキスト分析

で検討し，今後の対応策を考察することを目的とする。 
 

２．AI に関する意識 
2.1 方 法 

（１）調査対象者および質問項目 

対象者は，小学校教員免許状取得のために２年次秋学

期に開講されている教育方法学（初等）を受講していた

大学生256名（教育学部221名，文学部35名）を対象に実

施した。なお，対象者には本研究の目的，内容および収

集したデータは個人が特定されない形で統計的に処理す

るなどについても説明し，１回目の授業内に実施した。

質問は次の７項目であった。 
①「AI（人工知能）に関連する用語に関する知識」で

は，「ビッグデータ」，「Deep Learning」，「シンギュラリ

ティ」について，３つの選択肢（知っている，聞いたこ

とはある，知らない）から選択する。②「AIを教育現場

で活用の賛否」では，２つの選択肢（賛成，反対）から

１つを選択する。③「AIに対する意識」では，５段階の

尺度（ネガティブ，ややネガティブ，どちらとも言えな

い，ややポジティブ，ポジティブ）から選択する。④「AI
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の具体的な意識」では，４つの選択肢（AIが人間より優

位に立ち世界を支配してしまう，AIと人間は共生関係を

築き今より豊かで生活しやすい世界を作れる，実は現在

とそれほど変わらない，その他）から１つを選択する。

⑤「AIが導入されることで教員の負担が軽減されると考

えるか」では，４つの選択肢（はい，いいえ，変わらな

い，判断できない）から１つを選択する。⑥「AIの発達

に伴って，生活がますます便利になることは良いことか」

では，２つの選択肢（はい，いいえ）から１つを選択す

る。⑦「電動の鉛筆削りを使わずに，ナイフで鉛筆を削

ると削り方を工夫する力がつくなど，有益な不便さを教

育現場で指導することについて，どう考えるか」では，

２つの選択肢（賛成，反対）から１つを選択する。なお，

質問①，③，④，⑤に関しては，工藤・萬羽・正木ら（2018）

の研究を参考にした。 
 

（２）分析方法 

質問②のAIを教育現場で活用することに賛成と回答し

た者を賛成群，反対と回答した者を反対群とし，クロス

集計を行い，χ2 検定と残差分析を実施した。 
 

2.2 結 果 

（１）AI に関連する用語に関する知識 

ビッグデータ，Deep Learning，シンギュラリティに

関する知識を調査した（表１）。その結果，シンギュラリ

ティは「知らない」が213名（83.2%）で最も多く，次い

で「ビッグデータ」が180名（70.3%），Deep Learning
が159名（62.1%）であった。 

 
表１ AI に関連する用語の知識 

 知って 
いる 

聞いたこと 
はある 知らない 

ビッグデータ 14（5.5%） 62（24.2%） 180（70.3%）
Deep Learning 20（7.8%） 77（30.1%） 159（62.1%）
シンギュラリティ 10（3.9%） 33（12.9%） 213（83.2%）

 

（２）AI を教育現場で活用の賛否 

AIを教育現場で活用することに賛成と回答した者（以

下，賛成群）は187名（73.0%）であった。また，反対と

回答した者（以下，反対群）は69名（27.0%）であった

（表２）。 
 

表２ AI を教育現場で活用の賛否 
 賛成群 反対群

AIを教育現場で活用 187（73.0%） 69（27.0%）

 

（３）AI に対する意識 

賛成群・反対群における「AIに対する意識」の結果を

表３に示す。賛成群では「ややポジティブ」，反対群では

「どちらとも言えない」が最も多かった。χ2 検定の結

果は有意だった（χ2 (4)＝25.629，p <.01）。残差分析の

結果，「ややネガティブ」の割合は反対群の方が多かった。

一方，「ややポジティブ」の割合は賛成群の方が多かった。 
 

表３ AI に対する意識 
賛成群 反対群

ネガティブ 2（ 1.1%）-0.3  1（ 1.5%）0.3
ややネガティブ 19（10.2%）-4.0** 21（30.4%）4.0**

どちらとも言えない 64（34.2%）-1.6 31（44.9%）1.6
ややポジティブ 83（44.4%）3.7** 13（21.3%）-3.7**

ポジティブ 19（10.2%）1.5  3（ 4.9%）-1.5
右側の数字は調整済み残差 **：p <.01 

 

（４）AI の具体的な意識 

賛成群・反対群における「AIに対する具体的な意識」

の結果を表４に示す。賛成群では「AIと人間は共生関係

を築き，今より豊かで生活しやすい世界を作れる」が最

も多かった。一方，反対群では「AIが人間より優位に立

ち，世界を支配してしまう」が最も多かった。χ2 検定

の結果は有意だった（χ2 (3）＝20.237， p <.01）。残差

分析の結果，「AIが人間より優位に立ち，世界を支配し

てしまう」の割合は反対群の方が多かった。一方，「AI
と人間は共生関係を築き，今より豊かで生活しやすい世

界を作れる」の割合は賛成群の方が多かった。 
 

表４ AI の具体的な意識 
賛成群 反対群

・AIが人間より優位に立ち世界を支配してしまう 
75（40.1%）-4.4** 49（71.0%）4.4**

・AIと人間は共生関係を築き今より豊かで生活しやすい世界を作れる
85（45.5%）3.9** 13（18.8%）-3.9**

・実は現在とそれほど変わらない
25（13.4%）1.0  6（ 8.7%）-1.0

・その他 2（ 1.1%）-0.3  1（ 1.4%）0.3
右側の数字は調整済み残差 **：p <.01 

 

（５）AI が導入されることによる教員の負担軽減 

賛成群・反対群における「AIが導入されることによる

教員の負担軽減」の結果を表５に示す。賛成群では「は

い」が最も多かった。反対群では「はい」が最も多かっ

た。次いで「判断できない」が多かった。χ2 検定の結

果は有意だった（χ2 (3)＝13.786，p <.01）。残差分析の

結果，「はい」の割合は賛成群の方が多かった。「判断で

きない」の割合は反対群の方が多かった。 
 

表５ AI が導入されることによる教員の負担軽減 
賛成群 反対群

はい 118（63.1%）3.0** 29（42.0%）-3.0**

いいえ 14（ 7.5%）0.5  4（ 5.8%）-0.5
変わらない 28（15.0%）-0.7 13（18.8%）0.7
判断できない 27（14.4%）-3.4** 23（33.3%）3.4**

右側の数字は調整済み残差 **：p <.01 
 
 

（６）AI の発達に伴う生活の便利さの賛否 

賛成群・反対群における「AIの発達に伴う生活の便利

さの賛否」の結果を表６に示す。賛成群では「はい」が

84.0％であった。一方，反対群では59.4％であった。χ2 

検定の結果は有意だった（χ2 (1)＝15.945，p <.01）。残

差分析の結果，「AIの発達に伴って，生活がますます便
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利になることは良い」の割合は賛成群の方が多かった。

一方，「良くはない」の割合は反対群の方が多かった。 
 

表６ AI の発達に伴う生活の便利さの賛否 
 賛成群 反対群
はい  157（84.0%）4.2** 41（59.4%）-4.2**

いいえ   30（16.0%）-4.2** 28（40.6%）4.2**

右側の数字は調整済み残差 **：p <.01 
 

（７）教育現場における有益な不便さの指導の賛否 

賛成群・反対群の教育現場における有益な不便さの指

導の結果を表７に示す。賛成群では「賛成」が90.4％で

あり，反対群では85.5％であった。χ2 検定の結果は有

意ではなかった（χ2 (1）＝0.777，ns）。 
 

表７ 教育現場における有益な不便さの指導の賛否 
 賛成群 反対群
賛成    169（90.4%） 59（85.5%）
反対     18（ 9.6%） 10（14.5%）

 

2.3 考 察 

大学生のAI関連用語の認知度は高くはなかった。特に，

シンギュラリティは「知らない」が83.2%で最も多かっ

た（表１）。工藤・萬羽・正木ら（2018）の調査による

と，シンギュラリティは「知らない」と回答した者が82%
であった。本研究も，ほぼ同じ傾向を示した。 

AIを教育現場で活用することに賛成群は反対群に比べ

ると，AIに対する意識では「ややポジティブ」の割合が

多く（表３），「AIと人間は共生関係を築き，今より豊か

で生活しやすい世界を作れる」（表４），「AIが導入され

ることで教員の負担が軽減されると考える」（表５），「AI
の発達に伴って，生活がますます便利になることは良い」

（表６）の割合が多かった。石田・渡邉（2019）の調査

においても，教師の多忙化の解消策としてAIを活用すべ

きという意見が目立ったと報告されている。 
一方，反対群は賛成群に比べると，AIに対する意識で

は「ややネガティブ」，「AIが人間より優位に立ち，世界

を支配してしまう」，AIが導入されることによる教員の

負担軽減に関しては「判断できない」，「AIの発達に伴っ

て，生活がますます便利になることは良くない」の割合

が多かった。つまり，AIに対して懸念を持っている者は，

AIを教育現場で活用することにも疑問を持っていること

が分かる。 
ところで，AIの発達に伴う生活の便利さに関しては，

全体では198名（77.3%）が，「AIの発達に伴って，生活

がますます便利になることは良い」と回答している（表

６）。一方，「教育現場における有益な不便さの指導は実

施する必要がある」と回答した者は，228名（89.1％）

に達する（表７）。すなわち，教育においては，あえて不

便さを体験させることも重要であると考えていることが

分かる。 
この点に関して斎藤（2016）は，「これからの学校と

教師にとって，AIは単なる教育方法や教育技術ではなく，

むしろ人間に求められる資質や能力とは何か，等にかか

わる倫理的検討が迫っているといえる」と述べている。

川上（2009）は，不便がもたらす効用を｢不便益｣と名付

けた。また，川上（2012）は，「不便なモノやコトは，

ユーザに工夫の余地を与えることが多い」と指摘してい

る。このようなAI時代にこそ，子どもたちに不便益を指

導し，工夫させることが良策と考えられる。 
 

３．AI のイメージと教育現場への活用に対する期待 
3.1 方 法 

（１）調査対象者および質問項目 

対象者は，中学校教員免許状取得のために３年次春学

期に開講されている教育方法学（中等）を受講していた

大学生233名（教育学部130名，文学部103名）を対象に

実施した。なお，対象者には本研究の目的，内容および

収集したデータは個人が特定されない形で統計的に処理

するなどについて７回目の授業時に説明し，ワードで作

成して12回目の授業時に提出するように依頼した。質問

項目は，「AI（人工知能）に対してどのようなイメージ

を持っているか」，「AI（人工知能）の教育現場への活用

に対して期待することは何か」の２項目であった。なお，

３年次では，教育実習が実施されているので２年次に比

べると，より教育現場のICT活用等に関心を持っている

と考えられる。そこで自由記述を要求しても積極的に取

り組めると判断した。ここでは自由記述による回答（各

150字程度）を求めた。また，AIを教育現場で活用する

ことの賛否も問うた。 
 

（２）分析方法 

本研究は，テキスト型データを統計的に分析するため

のソフトウェアである「KH Coder」（樋口 2014）を用

いて共起ネットワーク分析を行う。 
共起ネットワーク分析とは，２つの単語について同じ

文章中に同時に出現（共起）すると関連が強いと見なす。

今回，「サブグラフ検出」で表現した。サブグラフ検出は，

共起の程度が強いコードを線で結ぶことで関連性を把握

できる。また，共起関係が大きい円ほど出現数が多いこ

とを示すなどの特徴がある（樋口 2014）。さらに，Jaccard
係数（２つの集合間の類似性を表す指標）を用いること

で，語と語の関連を比較的正確に示すことができ，関連

が強いほど１に近づく。なお，Jaccard係数では，「0.1
以上は関連がある」，「0.2以上は強い関連がある」，「0.3
以上はとても強い関連がある」と解釈できる（樋口 2013）。 

 

3.2 AIのイメージ 

（１）結 果 

KH Coderの設定は，次の通りである。集計単位は段

落，最小出現数は15，Jaccard係数は0.17以上，共起関
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係の検出方法はサブラフ検出（媒介）を用いた。その結

果，「人工知能」と「イメージ」では，Jaccard係数は0.58
でとても強い関連があった。Jaccard係数は，非常に大

きい値（0.5以上）が検出されている場合，設問からの影

響への誤差処理も検討する必要がある。そこで，「人工知

能」と「イメージ」の語を除外して再度処理を行った。

対象語数は8113であった。AIのイメージに関する共起ネ

ットワーク分析の結果を図１に示す。実線で結ばれた語

は９グループであった。①「人間」，「AI」，「思う」，「持

つ」，「考える」，「人」，「感情」，「判断」，「ロボット」と

いう９語のネットワークで構成されている。特に「人間」

と「考える」・「持つ」では，Jaccard係数は0.34でとて

も強い関連がある。「感情を持つことができ判断可能」と

解釈できる。具体的な回答としては，「AIが感情を持ち

人間よりも賢い頭脳を駆使し人間よりも上位に立つこと

ができる可能性もある」などがあった。②「仕事」，「奪

う」，「減る」，「良い」という４語のネットワークで構成

されている。特に「仕事」と「奪う」ではJaccard係数

は0.21で強い関連がある。「仕事を奪う」と解釈できる。

「人の仕事を奪う」，「いままであった仕事が段々となく

なっていく」などの回答があった。③「便利」，「生活」，

「豊か」という３語のネットワークで構成されている。

特に，「便利」と「生活」ではJaccard係数は0.36でとて

も強い関連がある。また，「生活」と「豊か」ではJaccard
係数は0.28で強い関連がある。「便利で豊かな生活」と解

釈できる。「私たちの生活を便利にしてくれる」，「AI技
術が進み社会を大きく変え，便利な生活になっていく」

などの回答があった。④「自動」，「運転」という２語の

ネットワークで構成されている。Jaccard係数は0.62で

とても強い関連がある。「自動運転」と解釈できる。「人

工知能による自動運転が可能な時代が到来する」などの

回答があった。⑤「知識」，「計算」という２語のネット

ワークで構成されている。Jaccard係数は0.19で関連が

ある。「知識や計算」と解釈できる。「知識量や計算はも

ちろんのこと，予測する力も人間を上回っている」など

の回答があった。⑥「将棋」，「ゲーム」という２語のネ

ットワークで構成されている。Jaccard係数は0.24で強

い関連がある。「将棋等のゲーム」と解釈できる。「将棋

や囲碁，チェスといったゲームは圧倒して勝つといった

イメージを持っている」などの回答があった。⑦「身近」，

「活躍」という２語のネットワークで構成されている。

Jaccard係数は0.18で関連がある。「身近で活躍」と解釈

できる。「ペッパーなどが身近に活躍している」などの回

答があった。⑧「世の中」，「必要」という２語のネット

ワークで構成されている。Jaccard係数は0.19で関連が

ある。「世の中に必要」と解釈できる。「AIは，現代社会

において必要不可欠なものであることは間違いないと思

う」などの回答があった。⑨「正確」，「作業」という２

語のネットワークで構成されている。Jaccard係数は0.19

で関連がある。「正確な作業」と解釈できる。「人間より

遥かに正確に作業を行える」などの回答があった。 

 
図１ AI のイメージに関する共起ネットワーク分析 

 

次に，KH Coderの「外部変数と見出し」機能を用い

て特徴語を分析した。外部変数としては「AIを教育現場

で活用の賛否」を用いた。集計単位は段落であった。AI
を教育現場で活用することに「賛成」と回答した者は176
名（75.5％）であった。一方，「反対」と回答した者は

57名（24.5％）であった。表８は，AIを教育現場で活用

することに賛成群・反対群別におけるAIのイメージの特

徴語と語の出現文書数を示している。 
表８ AI のイメージの特徴語 

賛成群 反対群 
便利     71 人間    38 
持つ     70 思う    26 
生活     66 考える  24 
仕事     40 AI      24 
存在     28 人      17 
必要     24 多い    11 
可能     23 知能    10 
豊か     21 機械    10 
活用    21 技術    10 
使う     21 奪う    ９ 

（数字は各群における語の出現文書数） 

 
「賛成群」では，特徴語として「便利」，「持つ」，「生

活」，「仕事」，「存在」，「必要」，「可能」，「豊か」，「活用」，

「使う」が見いだされた。具体的な回答としては，「便利

で私たちの生活をより豊かにしてくれるものである」，「生

活を便利で豊かにしてくれる存在だと考えている」など

があった。 
一方，「反対群」では，特徴語として「人間」，「思う」，

「考える」，「AI」，「人」，「多い」，「知能」，「機械」，「技

術」，「奪う」が確認された。具体的な回答としては，「私

たちから職を奪う存在でもあると思う」，「これからの世

の中で職がAIに奪われていく」，「AIが人間以上のことを

AI時代の教育論文誌 10
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身につけてしまい人間の今までやってきた仕事などがす

べて奪われてしまうというイメージを持っている」，「最

適な判断を出せる人間のような知能を持つ機械である」

などがあった。 
 

（２）考 察 

AIのイメージとしては，「感情を持つことができ判断

可能」，「仕事を奪う」，「便利で豊かな生活」，「自動運転」，

「知識や計算」，「将棋等のゲーム」，「身近で活躍」，「世

の中に必要」，「正確な作業」と考えていることが明らか

になった。特に「人間」に関する記述の出現回数は291
回，「AI」は195回，「便利」は110回，「生活」は103回，

「仕事」は72回，「作業」は35回，「必要」は32回であっ

た。つまり，「便利な生活」というイメージを持っている

者が多いことが分かる。AIを教育現場で活用することに

「賛成群」では，特徴語として「便利」，「生活」，「豊か」

が見いだされた。「便利で豊かな生活」を重視しているこ

とが明らかになった。一方，「反対群」では特徴語として

「考える」，「知能」，「奪う」が確認された。 
 

3.3 AIの教育現場への活用に対する期待 

（１）結 果 

KH Coderの設定は，次の通りである。集計単位は段

落，最小出現数は15，Jaccard係数は0.20以上，共起関

係の検出方法はサブラフ検出（媒介）を用いた。その結

果，「教育」と「現場」では，Jaccard係数は0.79でとて

も強い関連があった。Jaccard係数は，非常に大きい値

（0.5以上）が検出されている場合，設問からの影響への

誤差処理も検討する必要があるので，「教育」と「現場」

の語を除外して再度処理を行った。対象語数は9220であ

った。AIの教育現場への活用に対する期待に関する共起

ネットワーク分析の結果を図２に示す。実線で結ばれた

語は６グループであった。①「教師」，「時間」，「仕事」，

「負担」，「減る」，「軽減」，「人間」，「テスト」，「採点」，

「評価」という10語のネットワークで構成されている。

特に「仕事」と「減る」では，Jaccard係数は0.34でと

ても強い関連がある。また，「教師」と「負担」では，

Jaccard係数は0.31でとても強い関連がある。「教師の仕

事の負担軽減」と解釈できる。具体的な回答としては，

「教師の負担をかなり軽減できると考えられる」，「AIに
任せることで教師の負担を減らし，空いた時間を子ども

のコミュニケーションの時間に当てられる」，「AIに採点

や評価づけをしてもらうことで教師の仕事の負担が減る」

などがあった。②「期待」，「人工知能」，「授業」，「活用」，

「技術」，「効率」，「考える」，「思う」という８語のネッ

トワークで構成されている。「人工知能」と「活用」では，

Jaccard係数は0.41でとても強い関連がある。また，「授

業」と「期待」では，Jaccard係数は0.38でとても強い

関連がある。「授業で活用」と解釈できる。具体的な回答

としては，「人工知能技術の教育現場への活用について，

授業の流れの円滑化を期待している」などの回答があっ

た。③「学習」，「学力」，「向上」，「一人ひとり」，「レベ

ル」，「合わせる」という６語のネットワークで構成され

ている。特に「学力」と「向上」では，Jaccard係数は

0.38でとても強い関連がある。また，「一人ひとり」と「合

わせる」では，Jaccard係数は0.38でとても強い関連が

ある。「一人ひとりのレベルに合わせ学力向上」と解釈で

きる。具体的な回答としては，「一人ひとりに合わせたレ

ベルで学習できる」，「AIの導入による子どもの学力向上

を期待する」などの回答があった。④「データ」，「分析」，

「苦手」，「分野」，「把握」という５語のネットワークで

構成されている。「苦手」と「分野」では，Jaccard係数

は0.33でとても強い関連がある。「データ分析で苦手分野

を把握」と解釈できる。具体的な回答としては，「人工知

能が活用されることで，苦手分野など，生徒の現状把握

を行う」，「生徒のデータを分析し，その子にあった勉強

法や苦手である分野を明確にできたりする」などの回答

があった。⑤「生徒」，「AI」，「問題」，「指導」，「行う」

という５語のネットワークで構成されている。「AI」と

「生徒」では，Jaccard係数は0.38でとても強い関連が

ある。また，「生徒」と「問題」では，Jaccard係数は0.26
で強い関連がある。「生徒に問題を出すなどの指導を行う」

と解釈できる。具体的な回答としては，「AIであれば能

力を分析し適切な指導を行うことができる」，「問題を作

成したりして指導していくことが期待できる」などの回

答があった。⑥「教員」，「事務」，「作業」という３語の

ネットワークで構成されている。「事務」と「作業」では，

Jaccard係数は0.38でとても強い関連がある。「教員の事

務作業」と解釈できる。具体的な回答としては，「AIが
教師の事務的な作業を軽減してくれることを期待する」

AI時代の教育論文誌 11
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などの回答があった。 
次に，AIを教育現場で活用することに賛成群・反対群

別における人工知能の活用に対する期待の特徴語と語の

出現文書数を表９に示す。「賛成群」では，特徴語として

「生徒」，「人工知能」，「授業」，「教師」，「AI」，「活用」，

「時間」，「技術」，「負担」，「効率」が見いだされた。具

体的な回答としては，「人工知能技術の教育現場への活用

について，授業の流れの円滑化を期待している」，「各教

師の，AI活用によってできた時間の有効活用を期待して

いる」などがあった。一方，「反対群」では，特徴語とし

て「期待」，「考える」，「問題」，「学習」，「思う」，「行う」，

「向上」，「人間」，「情報」，「学力」が確認された。具体

的な回答としては，「AI技術を教育現場で活用すること

で生徒の学習意欲の向上を期待する」，「AIの導入による

子どもの学力向上を期待する」，「児童生徒一人ひとりの

特徴を把握して個人別にその子の学力にあった問題を作

成したりするのに役に立つと考えている」などがあった。 
 

表９ AI の教育現場への活用に対する期待の特徴語 
賛成群 反対群 

生徒 106 期待 47 
人工知能  93 考える 26 
授業  77 問題 21 
教師  76 学習 20 
AI  74 思う 19 
活用  73 行う 17 
時間  45 向上 14 
技術  39 人間 13 
負担  38 情報 11 
効率  38 学力 11 

（数字は各群における語の出現文書数） 

 

（２）考 察 

AIの教育現場への活用に対する期待に関しては，「教

師の仕事の負担軽減」，「授業で活用」，「一人ひとりのレ

ベルに合わせ学力向上」，「データ分析で苦手分野を把握」，

「生徒に問題を出すなどの指導を行う」，「教員の事務作

業」を期待していることが分かる。特に，「授業」に関す

る記述の出現回数は169回，「時間」は88回，「仕事」は

69回，「負担」は53回であった。つまり，「授業」や「時

間」に関して期待している。AIを教育現場で活用する「賛

成群」では，特徴語として「授業」や「活用」が見いだ

された。一方，「反対群」では特徴語として「学習」や「学

力」，「向上」が確認された。すなわち，AIを教育現場で

活用することにおいて，総体的には「反対」という立場

であるが，「子供たちの学力が向上するAI機能があると

勉強が楽しくなる」，「AIを活用することで生徒の学習意

欲の向上が図られる」などの学習や学力面で期待してい

ることが明らかになった。 
 

４．総合考察 
２年次を対象にした調査において，AIを教育現場で活

用することに賛成と回答した者は187名（73.0％），反対

と回答した者は69名（27.0％）であった（表２）。一方，

３年次を対象にした調査において，AIを教育現場で活用

することに賛成と回答した者は176名（75.5%），反対と

回答した者は57名（24.5％）であり，ほぼ同じ傾向を示

した。学年の違いは，大きな影響を与えていないことが

わかる。特に，AIに対して懸念を持っている者は，AI
を教育現場で活用することにも疑問を持っていることが

明らかになった。このように，本研究を通して期待や不

安を持っていることが示されたので，今後は教職志望大

学生に対して，AIリテラシー教育が必要と考えられる。

最後に，教職志望大学生の意識として言及するためには，

サンプルサイズの問題がある。したがって，サンプル数

を増やして，学年や属性による特徴を見いだす必要があ

る。 
 

【参考文献】 
・樋口耕一（2013），KH Coder 掲示板（Jaccard 係数） 

  http://www.koichi.nihon.to/cgi-bin/bbs_khn/khcf.cgi?no= 

  1313&mode=allread（参照2019.12.16） 

・樋口耕一（2014），『社会調査のための計量テキスト分析』,

ナカニシヤ出版，京都 

・石田雅人・渡邉創太（2019），「教員志望学生が見る人工知能

（AI）開発と今後の教職の在り方」，大阪教育大学紀要. 総

合教育科学, 67, pp.295-303 

・川上浩司（2009），「不便の効用に着目したシステムデザイン

に向けて」, ヒューマンインタフェース学会論文誌, 11（1），

pp.125-134 

・川上浩司（2012），「不便益と仕掛学」, 人工知能学会全国大

会論文集, 2P1-OS-9b-7 

・国立教育政策研究所（2019），高度情報技術の進展に応じた

教育革新に関する研究プロジェクト 

  https://www.nier.go.jp/05_kenkyu_seika/seika_digest_ 

h31.html（参照2019.12.16） 

・工藤浩二・萬羽郁子・正木賢一ら（2018），「教員養成系学生

における人工知能に関する意識調査」, 東京学芸大学紀要. 

総合教育科学系, 69（1），pp.251-256 

・文部科学省（2019），新時代の学びを支える先端技術活用推

進方策（最終まとめ） 

  http://www.mext.go.jp/component/a_menu/other/detail/__ics 

Files/afieldfile/2019/06/24/1418387_02.pdf（参照2019.12.16） 

・斎藤里美（2016），「人工知能は教師の役割をどう変えるか－

教師に求められる役割と倫理－」，音楽教育学, 46（1），

pp.31-36 

AI時代の教育論文誌 12



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




